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「
花
と
い
え
ば
嘉
数
」　
冬
の
風
物
詩
　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　１
９
７
０
年
代
半
ば
頃
か
ら
90
年
代
に
か
け

て
10
月
中
旬
か
ら
年
明
け
の
２
月
頃
ま
で
、
国

道
３
３
０
号
線
沿
い
の
嘉
数
の
夜
は
、
白
熱
電

球
が
規
則
正
し
く
輝
く
美
し
い
光
で
彩
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
冬
の
こ
の
時
期
は
、
夜
道
を
歩
く

と
光
の
海
に
目
を
奪
わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ

は
「
電
照
菊
」
で
す
。
夜
間
、
光
を
当
て
て
菊

の
日
照
時
間
を
伸
ば
し
、
花
芽
が
付
く
の
を
遅

ら
せ
て
、
出

荷
時
期
を
調

整
す
る
た
め

の
電
照
で
す
。

　沖
縄
戦
後
、

嘉
数
の
人
々

は
、
地
元
に

戻
る
と
農
業

に
励
み
、
花

作
り
が
始
ま

り

ま

し

た
。

キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ

や
グ
ラ
ジ
オ

ラ
ス
等
、
様
々
な
花
を
育
て
、
女
性
が
近
く
の

米
軍
部
隊
（
嘉
数
ハ
イ
ツ
や
大
謝
名
）
へ
行
き

「
チ
ェ
ン
ジ
」
と
言
っ
て
、
花
を
た
ば
こ
や
缶

詰
な
ど
と
交
換
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
バ
ス

を
使
っ
て
嘉
手
納
や
那
覇
の
天
久
に
あ
っ
た
部

隊
ま
で
も
行
き
ま
し
た
。
花
束
は
タ
ラ
イ
に
入

れ
、
頭
に
載
せ
て
運
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
女

性
が
運
転
免
許
を
取
り
、
軍
の
パ
ス
（
通
行
許

可
証
）
を
持
っ
て
車
で
基
地
に
出
入
り
し
、
現

金
で
売
り
ま
し
た
。
人
々
の
生
活
が
安
定
し
て

く
る
と
、
県
内
の
市
場
で
花
が
売
れ
る
よ
う
に

な
り
、
次
第
に
基
地
に
は
行
か
な
く
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
の
本
土
復
帰
後
、

嘉
数
の
花
作
り
は
大
き
く
転
換
し
ま
し
た
。
本

土
移
出
が
自
由
に
な
り
、
品
薄
に
な
る
冬
春
季

の
菊
が
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。
嘉
数
で
も
高
く

売
れ
る
と
い
う
事
で
、
次
々
に
電
照
菊
作
り
が

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
規
格
に
合
う
菊
を
育

て
る
に
は
手
間
が
か
か
り
、
忙
し
い
時
期
に
は

ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
っ
て
仕
事
を
こ
な
し
ま
し

た
。
ま
た
、
菊
だ
け
で
手
い
っ
ぱ
い
と
な
り
、

他
の
花
は
作
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
統
計
に
よ

る
と
、
最
盛
期
は
１
９
８
１
年
で
、
嘉
数
の
切

花
類
の
栽
培
面
積
は
８
３
４
ア
ー
ル
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。
現
在
は
高
齢
化
に
よ
り
、
嘉
数
の
菊

生
産
者
は
数
名
と
な
り
、
あ
の
「
光
の
海
」
は

見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　嘉
数
高
台
公
園
が
平
和
学
習
や
市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
住
宅
地
と
し
て
発
展

し
て
い
る
嘉
数
で
す
が
、
戦
後
の
焼
け
野
原
か

ら
た
く
ま
し
く
復
興
し
、「
花
と
い
え
ば
嘉
数

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。」（
市
史
８
巻
の
証
言
よ

り
）
時
代
が
あ
っ
た
の
で
す
。

『
宜
野
湾
市
史
』へ
の
問
合
せ
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▲菊の電照栽培（嘉数）1982（昭和57）年
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平成19年に確認された600以上の遺構（嘉数内城原第２遺跡） 

﹁
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
①

﹂

は
じ
め
に
　

　
今
月
は
、
市
教
育

委
員
会
が
近
年
民
間

地
で
行
っ
た
、
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
に

つ
い
て
、
そ
の
保
存

方
法
の
一
例
を
過
年

度
の
調
査
成
果
を
例

に
紹
介
し
ま
す
。
な

お
、
埋
蔵
文
化
財
と
は
、
土
に
埋
も
れ
た
文
化

財
の
こ
と
で
、
住
居
の
跡
や
貝
塚
な
ど
人
が
生

活
し
た
痕
跡
を
遺
構
と
呼
び
、
土
器
や
石
器
な

ど
人
が
使
用
し
た
道
具
を
遺
物
と
呼
び
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
あ
る
場
所
な
い
し
は
地
域

が
遺
跡
で
す
。

発
掘
調
査
の
流
れ
　
建
物
を
建
て
る
場
合
、
そ

の
場
所
が
遺
跡
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、
実
際

に
掘
っ
て
み
な
け
れ
ば
埋
蔵
文
化
財
が
あ
る
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
試
掘
調
査
と

呼
ば
れ
る
試
し
掘
り
を
行
う
こ
と
で
、
最
終
的

に
埋
蔵
文
化
財
の
有
無
を
判
断
し
ま
す
。
試
掘

調
査
で
埋
蔵
文
化
財
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
埋

蔵
文
化
財
を
破
壊
せ
ず
に
工
事
が
行
え
る
か
協

議
し
ま
す
が
、
工
事
の
計
画
上
、
埋
蔵
文
化
財

が
破
壊
さ
れ
る
場
合
、
緊
急
発
掘
調
査
を
行
い
、

壊
さ
れ
る
埋
蔵
文
化
財
の
記
録
を
と
り
ま
す
。

調
査
終
了
後
、
記
録
し
た
各
資
料
を
整
理
し
て

報
告
書
を
発
行
し
ま
す
。

嘉
数
内
城
原
第
二
遺
跡

　
こ
の
遺
跡
は
、
平
成
16
年
の
試
掘
調
査
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年
に
行
っ
た
個
人
住

宅
建
設
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
で
は
、
６
０
０

を
超
え
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
遺
構
の
多
く
は
列
状
に
並
ん
だ
小
穴
で
、
グ

ス
ク
時
代
に
堀
棒
を
使
用
し
て
畑
作
を
行
っ
た

痕
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
、
こ
の
遺
跡
の
範
囲
内
で
２
件
の

個
人
住
宅
建
設
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
試
掘
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
地
表
下
約
２

メ
ー
ト
ル
か
ら
、
小
穴
が
列
を
成
す
状
況
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、建
設
予
定
の
住
宅
は
、

２
件
と
も
工
事
に
よ
る
掘
削
深
度
が
遺
構
の
検

出
面
に
及
ば
ず
、
埋
蔵
文
化
財
が
壊
さ
れ
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
緊
急
発

掘
調
査
を
せ
ず
に
住
宅
の
着
工
と
な
り
ま
し

た
。

　
埋
蔵
文
化
財
は
、
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と
で

も
破
壊
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
な
る

べ
く
現
地
に
残
す
こ
と
が
最
善
の
保
存
方
法
と

言
え
ま
す
。
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ゃ
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ち
ゃ
ー

う
ち
ぐ
す
く
ば
る

し
ょ
う
け
つ

ほ
り
ぼ
う

女女 男男 ゆゆ んん たた くく ひひ ろろ ばば 133号

学び、ふれあい、感じる実践の場 めめ ぶぶ きき 情情 報報ふふ★★ くく ふふくく

「お互いに　未来を掴もう　共同参画」問合せ：市民協働推進課 平和・男女共同係　☎８９３-４４１１ 内線４２１

パープルリボン

女性に対する暴力をなくす運動 ＤＶとは？

暴力の種類

あなたが怖いと思ったら、それは「暴力」です

ひとりで悩まず相談を　秘密厳守・相談無料

いつも相手の顔色を
うかがっている

知らないうちに、安心感や自信等の
生きる力を奪われていませんか

何をするにも相手の
許可がいる

何を言っても否定され、
自分の意見を言えない

自分が悪いから仕方
ない、と思うことがある

ＤＶ防止啓発パネル展の開催

★
第
７
回
ふ
く
ふ
く
講
座

★
第
３
回
ふ
く
ふ
く
講
座（
台
風
延
期
分
）

予
約
・
問
合
せ

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
く
ふ
く

宜
野
湾
市
志
真
志
１
丁
目
15
番
22‐

２
号

電
　
話
　
８
９
６-

１
６
１
６
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
８
９
６-

１
２
１
９

　「
家
が
片
づ
か
な
い
」・「
物
が
捨
て
ら
れ
な
い
」
な
ど
、
い

つ
の
間
に
か
物
に
占
拠
さ
れ
た
生
活
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

目
に
見
え
る
家
の
状
態
と
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
あ
な
た
の
心

の
状
態
は
影
響
し
合
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
年
末
に
大
掃
除
を

考
え
て
い
る
方
必
見
！

　
今
回
の
講
座
で
は
、
な
ぜ
片
付
け
ら
れ
な
い
の
か
？
と
自
分

自
身
を
振
り
返
り
、
自
分
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
「
必

要
な
も
の
は
何
だ
ろ
う
？
」
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

物
を
整
理
し
暮
ら
し
方
を
見
直
し
て
、
家
も
ス
ッ
キ
リ
！
心
も

ス
ッ
キ
リ
！
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
ま
せ
ん
か
？

日

　時
：
12
月
１
日（
火
）午
後
７
時
〜
午
後
９
時

場

　所
：
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
　
講
堂

対

　象
：
関
心
の
あ
る
方（
市
外
の
方
も
可
能
）　
　
　

受
講
料
：
無
料

☆
受
講
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

一
時
保
育
の
申
込
み
締
切
：
11
月
20
日(

金)

皆さんのご参加をお待ちしています。

テ
ー
マ
「
物
の
整
理
は
こ
こ
ろ
の
整
理
」

　
　〜
な
り
た
い
自
分
に
な
る
片
づ
け
術
〜

コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
健
康
講
座

ちっちゃな叫び　見逃さないでちっちゃな叫び　見逃さないで

講
師
：
島
袋 

早
苗
（
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

日

　時
：
12
月
５
日（
土
）正
午
〜
午
後
１
時

場

　所
：
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
　
多
目
的
室

対

　象
：
男
性
限
定（
市
外
の
方
も
可
能
）

受
講
料
：
無
料

※

一
時
保
育
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
受
講
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
男
ら
し
く
」
よ
り
「
自
分
ら
し
く
」

　〜
ボ
ク
の
家
庭
で
の
あ
れ
こ
れ
〜

テ
ー
マ講

師
：
新
垣
　
栄(

メ
ン
ズ
リ
ブ
沖
縄
代
表)

～女性に対する暴力をなくす運動について～
女性に対する暴力
根絶のシンボル～女性に対する暴力をなくす運動について～

　11月12日から11月25日（女性に対する暴力撤廃国
際日）までの2週間は、「女性に対する暴力をなくす運動」
の期間です。
　人は性別や立場に関係なく、誰もが安心して生きる権
利を持っています。しかし、男女の社会的な立場や「女
性は従うべきものだ」等の社会風潮等により、女性は男
性に比べDV、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラス
メント、ストーカー行為等の被害にあいやすい傾向があ
ります。
　加害者、被害者の間柄を問わず、暴力は許されるもの
ではなく、また、暴力はふるわれる側の責任でもありま
せん。安心できる地域づくりのためには、地域の人々が
非暴力の輪を広げることが大切です。

　児童家庭課による「児童虐
待防止推進月間」パネル展も
同時開催されます。
※ふくふくでの展示はＤＶ防
止啓発パネル展のみ

○サンエーコンベンションシティー 3階フロア
11月7日（土）～ 11月23日（月）
○市民図書館　11月25日（水）～ 12月6日（日）
○男女共同参画支援センターふくふく
11月9日（月）～ 11月30日（月）

　配偶者や恋人など親密な関係にある者から振るわれる
暴力のことです。単なる夫婦喧嘩と違い、両者の上下関
係が固定化し、長期に及ぶ傾向があります。

○身体的暴力：なぐる・ける・髪を引っ張る
○精神的暴力：どなる・無視する・見下す
○性的暴力：性行為の強要・中絶の強要
○社会的暴力：行動や付合いを監視、制限する
○経済的暴力：生活費を渡さない、お金の使い道を細か

くチェックする

女性相談窓口
○宜野湾市福祉事務所児童家庭課
　893-4411(180)　月～金 10：15～17：00
○人材育成交流センターめぶき
　896-1215　月～金 10：00～17：00
○中部配偶者暴力相談支援センター
　938-9886　月～金 8：30～17：15

あなたを支える
人がいます


